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研究結果の概要 

１．遂行内容 

環境に優しく、能率および精度を飛躍的に向上させ得る加工技術の確立を目的に、マイクロ・

ナノバブル(ファインバブル)クーラント法の実用化を目指した。加工、計測、画像処理の技術を融

合するため、マイクロ・ナノシステム工学講座と知的インタフェース工学講座の教員が連携し、

講座横断型の研究体制で実施した。 

２．研究結果 

バブル直径がマイクロメートルからナノメートルオーダーの微小なバブル(ファインバブル)を

除去加工用加工液に適用した。自動車部品や金型部品に用いられる高硬度鋼の加工にファインバ

ブルクーラントを適用した結果、製品の表面粗さの改善および工具寿命の増大に効果があること

が分かった。加工液中のバブルの残存状況をレーザーおよび画像解析を利用し測定した結果、長

期間に渡って残存し続けることが分かり加工性能改善する効果が長期間に渡って得られる見通し

を得た。 

応用研究は複数の県内企業との共同研究に発展した。COC事業において学生が企業の課題解決

に取り組んだ解決策の一つとしても応用された。 

 

 

 

 

 

今後の展開 

本技術の実用化のためにはメカニズムの解明が急務である。ファインバブルの直径および密度

の分布を加工機械上で測定できる測定法を開発するともに、各種加工(切削、研削、研磨)に適用し、

加工能率、工具寿命、製品精度等について調べる必要がある。また、マイクロバブルクーラント

には加工液の腐敗抑制や浄化作用があるため、長期間に渡って残存し続けるナノバブルの効果を

調べることは工場環境の改善に有益である。 

 


